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はじめに 
公的年金制度は、現役世代が支払った保険料が高齢者の年金給付に充てられる賦課方式を基本とした財源方式で運営されています。 

制度上、20 歳以上の全ての人が共通して加入する国民年金と会社員が加入する厚生年金等という 2 階建ての構造になっています。 

以下、厚生労働省が平成 10 年分から公表している「厚生年金保険・国民年金事業の概況」の内容を紹介します。 
 

１． 公的年金被保険者数の推移  
以下の表は平成 25 年から令和 4 年分の公的年金被保険者数の推移を表したものです。被保険者数は約 6,700 万人を推移しております

が、令和 4 年度における国民年金の第１号被保険者数は、1,405 万人となっており、10 年間で 400 万人減少しております。対照的に、令

和 4 年度における厚生年金の第 1 号被保険者数は、4,157万人となっており、10 年間で 630万人増加しております。 

 
 

２．公的年金受給者数の推移 

以下の表は平成 25 年から令和 4 年分の公的年金受給者数の推移を表したものです。令和 4 年度における公的年金受給者数（延人数）は

7,709 万人となっており、10 年間で 909 万人増加しております。また、重複のない実受給権者数は約 4,000 万人を推移しております。 
 

 
 
 

 

３．公的年金受給者の年金総額の推移 
以下の表は平成 25 年から令和 4 年分の公的年金受給者の年金総額の推移を表したものです。令和 4年度における年金総額は 55兆

7,211 億円であり、10 年間で 2兆 8,775 億円増加しております。令和 4 年度における国民年金は 24 兆 4,936 億円であり、10年間で 

3 兆 8,390 億円増加しております。対照的に、令和 4 年度における厚生年金保険は 31兆 2,275 億円であり、10 年間で 9,611億円減少

しております。 

 
 

 

おわりに 
年金種類別の受給者平均年金月額の推移や繰上げ・繰下げ受給の状況など、詳細な情報は厚生労働省のホームページで確認できます

ので、ご興味のある方はご参照ください。                                 （担当：高瀬） 

（年度末現在、単位：億円）

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

総　数 528,436 534,031 545,504 548,355 554,108 555,904 556,262 560,078 560,674 557,211

国民年金 206,546 213,040 221,751 227,156 232,642 236,380 239,742 243,212 244,997 244,936

厚生年金保険 321,886 320,988 323,751 321,198 321,465 319,524 316,519 316,866 315,677 312,275

厚生年金保険（第1号） 256,672 255,993 258,123 257,008 258,091 256,646 254,965 255,715 254,996 253,087

厚生年金保険(第2～4号)
(共済年金含)

65,214 64,994 65,628 64,190 63,374 62,881 61,554 61,151 60,681 59,188

福祉年金 5 3 2 1 0 0 0 0 0 0

【 公的年金受給者の年金総額の推移 】
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《会計・税務の知識》 公的年金制度の概況について 

 

国民年金第 3 号 

厚生年金保険(第 2～4 号) 

厚生年金保険（第 1 号） 

国民年金第 1 号 

（任意加入含） 

厚生年金保険（第 2～4 号） 

（共済年金を含） 

厚生年金保険（第 1 号） 

国民年金 

注1. < >内は重複のない実受給権者数である。 

注2. 福祉年金は僅少の為、除く。 
（出典：厚生労働省） 

（出典：厚生労働省） 

（出典：厚生労働省） 


